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雑
録 

研
修
事
業
を
活
用
し
た
地
域
の
文
化
財
保
護
活
動
に
つ
い
て
―
美
術
工
芸
品
（
彫
刻
）
を
例
に
― 

 

熊
本
県
教
育
庁
教
育
総
務
局
文
化
課 

村
上 

幸
奈  

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
研
修 
美
術
工
芸
品 

彫
刻 

仏
像 

文
化
財
保
護 

指
定
文
化
財 

未
指
定
文
化
財 

  

は
じ
め
に 

 

熊
本
県
教
育
庁
教
育
総
務
局
文
化
課
（
以
下
、「
県
文
化
課
」
と
す
る
。）

で
は
、「
熊
本
県
市
町
村
文
化
財
保
護
行
政
担
当
者
研
修
」
を
実
施
し
て
い

る
。 

 

筆
者
は
、
二
〇
二
二
・
四
年
度
に
、「
美
術
工
芸
品
（
彫
刻
）
の
日
常
管

理
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
の
講
師
を
務
め
た
。
ま
た
、
二
〇
二
四
年
度

に
は
研
修
事
業
の
企
画
運
営
を
担
当
し
た
。 

本
稿
で
は
、
美
術
工
芸
品
（
彫
刻
）
に
関
す
る
二
回
の
研
修
に
つ
い
て

報
告
し
、
研
修
事
業
を
活
用
し
た
地
域
の
文
化
財
保
護
活
動
の
効
果
を
検

討
し
て
み
た
い
。 

 

第
一
章 

研
修
事
業
の
概
要 

前
述
の
よ
う
に
、
県
文
化
課
で
は
、
二
〇
二
〇
年
度
（
令
和
二
年
度
）

に
策
定
し
た
『
熊
本
県
文
化
財
保
存
活
用
大
綱
』（
１
）

に
基
づ
き
、
二
〇
二

一
年
度
か
ら
「
熊
本
県
市
町
村
文
化
財
保
護
行
政
担
当
者
研
修
」
を
実
施

し
て
い
る
。 

本
研
修
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
県
内
で
文
化
財
保
護
行
政
に
携
わ
る
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
す
る
。
二
〇
二
四
年
度
か
ら
は
対
象
範
囲

を
拡
大
し
、
県
内
文
化
財
保
護
行
政
関
係
職
員
に
加
え
、
市
町
村
所
在
の

博
物
館
等
施
設
の
職
員
、
県
文
化
財
関
係
課
及
び
施
設
の
職
員
が
参
加
可

能
と
な
っ
た
。 

研
修
内
容
は
、
文
化
財
保
護
行
政
に
関
す
る
基
礎
的
な
内
容
を
学
ぶ

「
基
礎
編
」
と
、
各
分
野
の
専
門
的
な
内
容
に
つ
い
て
学
ぶ
「
専
門
編
」

の
二
種
類
を
設
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
研
修
は
、
毎
年
・
二
年
に
一

度
・
三
年
に
一
度
の
開
催
頻
度
に
分
け
ら
れ
る
。 

概
ね
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
基
礎
編
」
で
は
、
文
化
財
保
護
法
や
諸
手
続

き
、
発
掘
現
場
の
安
全
衛
生
、
文
化
財
防
災
等
、
常
に
意
識
を
改
め
た
い

事
柄
に
つ
い
て
座
学
を
中
心
に
行
う
。「
専
門
編
」
で
は
、
県
文
化
課
に
所

属
す
る
各
分
野
の
学
芸
員
や
外
部
の
専
門
家
が
講
師
と
な
っ
て
、
文
化
財

の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
、
実
践
を
交
え
た
研
修
を
二
～
三
年
に
一
度
行
う
。 
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近
年
で
は
、
本
稿
で
述
べ
る
美
術
工
芸
品
（
彫
刻
）
の
日
常
管
理
の
ほ

か
、
古
文
書
の
整
理
方
法
や
三
次
元
計
測
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を
実
施

し
た
。 

こ
れ
ら
の
研
修
は
、
二
〇
二
二
年
度
に
策
定
し
、
二
〇
二
四
年
度
に
改

定
し
た
「
五
か
年
計
画
」
に
基
づ
き
、
年
度
当
初
に
作
成
す
る
「
年
間
計

画
」
に
沿
っ
て
実
施
す
る
。
三
か
年
目
と
な
る
二
〇
二
四
年
度
は
、
基
礎

編
・
専
門
編
各
三
回
の
研
修
を
実
施
し
た
（
２
）
。 

 

第
二
章 

美
術
工
芸
品
に
関
す
る
研
修
実
施
の
経
緯 

第
一
節 

県
文
化
課
の
役
割 

 

筆
者
は
、
二
〇
二
一
年
（
令
和
三
年
）
四
月
か
ら
県
文
化
課
文
化
財
活

用
班
で
美
術
工
芸
品
（
絵
画
、
工
芸
品
、
彫
刻
）
に
関
す
る
業
務
を
担
当

し
て
い
る
。
入
庁
二
年
目
に
差
し
掛
か
る
頃
か
ら
、
美
術
工
芸
品
―
特
に

筆
者
が
専
門
と
す
る
彫
刻
―
に
つ
い
て
、
問
合
せ
や
相
談
を
受
け
る
機
会

が
増
加
し
た
。
こ
れ
ま
で
県
内
の
美
術
工
芸
品
に
つ
い
て
中
心
的
な
役
割

を
担
っ
て
き
た
県
立
美
術
館
及
び
市
町
村
立
の
博
物
館
等
施
設
に
加
え

て
、
県
文
化
課
が
主
要
な
相
談
先
の
一
つ
と
な
っ
た
と
も
言
え
る
。 

県
文
化
課
で
は
、
文
化
財
の
保
存
活
用
に
関
す
る
こ
と
や
、
文
化
財
に

関
す
る
補
助
金
業
務
等
、
様
々
な
業
務
で
各
市
町
村
と
連
絡
を
取
る
機
会

が
多
い
こ
と
か
ら
、
外
部
機
関
と
比
べ
て
日
常
的
な
や
り
取
り
の
中
で
相

談
を
受
け
や
す
い
点
に
特
徴
が
あ
る
。
県
職
員
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な

い
地
域
の
文
化
財
に
関
す
る
情
報
を
市
町
村
職
員
と
の
や
り
取
り
の
中

で
得
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
文
化
財
を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 第
二
節 

地
域
の
文
化
財
保
護
に
お
け
る
現
状
と
課
題 

筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
業
務
の
中
で
受
け
た
美
術
工
芸
品
に
関
す
る
相

談
は
、
指
定
に
伴
う
調
査
依
頼
や
制
作
年
代
の
推
定
に
つ
い
て
の
問
合
せ

の
ほ
か
、
清
掃
、
管
理
方
法
、
状
態
確
認
等
、
文
化
財
そ
の
も
の
の
取
扱

い
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
内
容
が
多
い
。 

 

県
内
の
市
町
村
で
は
、
専
門
職
員
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
考
古
学
を
専
門
と
す
る
職
員
が
中
心
に
配
属
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る

た
め
、
美
術
工
芸
品
に
関
す
る
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な
現
状
が

あ
る
。 

 

美
術
工
芸
品
を
専
門
と
す
る
県
内
の
職
員
は
、
複
数
の
地
域
（
場
合
に

よ
っ
て
は
近
隣
の
他
県
）
ま
で
赴
き
様
々
な
課
題
に
対
応
し
て
い
る
。
し

か
し
、
数
少
な
い
美
術
工
芸
品
担
当
者
が
す
べ
て
の
課
題
に
対
応
す
る
に

は
、
多
大
な
時
間
を
要
す
る
上
、
時
間
を
か
け
て
い
る
間
に
新
た
な
問
題

が
発
生
す
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 

 

こ
う
し
た
中
で
、
少
し
で
も
多
く
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
美

術
工
芸
品
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

一
過
性
の
事
業
で
は
な
く
、
長
期
的
な
人
材
育
成
が
可
能
な
事
業
の
実
施

が
望
ま
し
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
既
存
の
事
業
で
あ
る
「
熊
本

県
市
町
村
文
化
財
保
護
行
政
担
当
者
研
修
」
を
活
用
し
た
文
化
財
保
護
活

動
の
実
施
を
試
み
た
。 

 

次
章
で
は
、
実
際
の
研
修
に
つ
い
て
報
告
す
る
。 

 

第
三
章 

美
術
工
芸
品
（
彫
刻
）
研
修
の
報
告 

第
一
節 

二
〇
二
二
年
度
―
人
吉
市 

第
一
項 
概
要 

・
日 

時 
 

二
〇
二
二
年
（
令
和
四
年
）
十
月
十
四
日
（
金
） 

・
場 

所 
 

人
吉
市
役
所
会
議
室
、
人
吉
市
内
の
仏
堂 
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・
参
加
人
数 

六
名 

・
対 

象 
 

薬
師
如
来
坐
像 

一
軀
、
日
光
月
光
菩
薩
像 

各
一
軀
、 

十
二
神
将
像 

十
二
軀 

計
十
五
軀 

・
所
有
者 

 

個
人 

 

第
二
項 

当
日
の
流
れ 

【
午
前
】 

・
座
学
―
「
美
術
工
芸
品
の
調
査
・
保
存
・
活
用
―
仏
像
の
日
常
管
理
―
」 

 
 

美
術
工
芸
品
を
含
む
文
化
財
の
主
な
劣
化
要
因
に
つ
い
て
説
明
し
、 

仏
像
の
日
常
管
理
方
法
（
調
書
作
成
、
撮
影
、
保
管
）
に
つ
い
て
紹
介 

し
た
。 

【
午
後
】 

・
演
習
―
仏
堂
で
の
清
掃
作
業 

 
 

人
吉
市
内
の
仏
堂
に
移
動
し
、
実
際
に
清
掃
作
業
を
行
っ
た
。 

十
二
神
将
像
は
床
に
設
置
し
た
マ
ッ
ト
の
上
に
置
き
、
埃
を
払
っ
た
。 

本
尊
は
移
動
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
筆
者
が
須
弥
壇
の
中
に
入
っ
て
埃

や
ご
み
を
取
り
除
き
、
参
加
者
に
は
照
明
や
機
材
の
受
渡
し
等
の
サ
ポ

ー
ト
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
（
図
１
）。 

演
習
に
は
所
有
者
を
始
め
と
す
る
周
辺
地
域
の
方
が
参
加
及
び
見
学

の
た
め
集
ま
り
、
仏
像
に
つ
い
て
の
思
い
や
来
歴
を
聞
き
取
る
こ
と
が

で
き
た
（
図
２
）。
ま
た
、
本
研
修
を
契
機
に
、
堂
宇
床
下
か
ら
新
出
の

仏
像
が
発
見
さ
れ
る
等
の
発
展
も
あ
っ
た
（
３
）
。 

 

第
二
節 

二
〇
二
四
年
度
―
熊
本
市 

第
一
項 

概
要 

・
日 

時 
 

二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）
九
月
六
日
（
金
） 

・
場 

所 
 

熊
本
市
内
の
仏
堂
、
付
近
の
公
民
館 

・
参
加
人
数 

十
四
名 

・
対 

象 
 

神
像 

二
軀
、
地
蔵
菩
薩
立
像 

一
軀 

計
三
軀 

・
所
有
者 

 

地
区 

 

第
二
項 

当
日
の
流
れ 

【
午
前
】 

・
座
学
―
「
仏
神
像
の
日
常
管
理
と
災
害
時
対
応
」 

 
 

仏
神
像
の
劣
化
要
因
と
、
日
常
的
な
管
理
方
法
（
点
検
、
掃
除
、
記 

録
、
保
管
）
を
紹
介
し
、
簡
易
的
な
方
法
を
述
べ
た
。 

ま
た
、
令
和
五
年
度
益
城
町
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
及
び
令
和
六
年
能

登
半
島
地
震
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
（
４
）

に
参
加
し
た
経
験
に
基
づ
き
、
災

 

図１ 2022年度（令和4年度）研修の様子―清掃 

（県文化課撮影）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 2022年度研修の様子―地域の方の参加 

（県文化課撮影）  
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害
時
を
見
据
え
た
保
管
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
―
綿
座
布
団
・
薄
紐
の
作
り
方 

 
 

美
術
工
芸
品
の
梱
包
資
材
と
し
て
使
わ
れ
る
綿
座
布
団
と
薄
紐
を 

実
際
に
作
成
し
た
。
作
成
し
た
資
材
は
、
午
後
の
見
学
と
演
習
で
利
用 

し
た
。 

【
午
後
】 

・
見
学
―
仏
神
像
の
簡
易
的
な
梱
包 

 
 

地
域
の
仏
堂
を
見
学
し
、
改
善
点
を
考
え
る
時
間
を
設
け
た
。
ま
た
、

堂
宇
か
ら
神
像
を
運
び
出
す
た
め
、
簡
易
的
な
梱
包
を
行
っ
た
（
図
３
）。 

・
演
習
―
仏
神
像
の
清
掃
、
簡
易
調
書
の
作
成 

 
 

梱
包
し
た
仏
神
像
三
軀
を
公
民
館
に
移
動
し
、
三
班
に
分
か
れ
て
清 

掃
を
行
っ
た
。
研
修
用
に
作
成 

し
た
「
文
化
財
簡
易
記
録
シ
ー 

ト
（
彫
刻
）
」（
図
４
）
を
用
い
て
、 

法
量
や
状
態
を
記
録
し
た
（
図 

５
）。 

 

管
理
を
行
っ
て
い
る
地
区
の 

方
々
が
見
学
に
集
ま
っ
た
た
め
、 

仏
神
像
の
来
歴
を
伺
い
、
調
書 

に
書
き
取
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ま
た
、
公
民
館
に
保
管
さ
れ
て 

い
る
棟
札
や
古
文
書
も
実
見
し
、 

様
々
な
分
野
の
学
芸
員
か
ら
所 

見
を
提
供
す
る
機
会
に
も
な
っ 

た
。 

 

図３ 2024年度（令和6年度）研修の様子 

―簡易梱包 （県文化課撮影）   

 

図４ 文化財簡易記録シート（彫刻） （筆者作成） 
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第
四
章 

研
修
事
業
の
意
義
と
効
果 

 

以
上
の
よ
う
に
、
筆
者
は
過
去
二
回
に
わ
た
っ
て
美
術
工
芸
品
（
彫
刻
）

の
取
扱
い
や
日
常
管
理
に
関
す
る
研
修
を
企
画
し
た
。
ま
た
、
二
〇
二
四

年
度
（
令
和
六
年
度
）
は
研
修
事
業
の
企
画
運
営
を
担
当
し
た
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
、
研
修
事
業
の
意
義
と
効
果
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。 

 

第
一
項 

費
用
を
抑
え
た
文
化
財
保
護
活
動 

前
述
の
研
修
は
、
筆
者
が
仏
神
像
の
清
掃
に
関
す
る
相
談
を
受
け
た
こ

と
が
開
催
の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
通
り
個
別
に
対
応
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
っ
た
も
の
の
、
対
象
と
な
る
文
化
財
が
複
数
で
あ
っ
た
こ

と
や
、
大
型
の
仏
像
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
一
人
で
の
対
応
に
は
時
間

を
要
す
る
上
、
複
数
の
関
係
者
を
呼
ぶ
に
は
旅
費
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

課
題
と
し
て
浮
上
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
所
有
者
の
許
可
を
得
て
、
仏

堂
や
付
近
の
公
民
館
を
研
修
会
場
と
し
て
利
用
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
解

決
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。 

そ
の
結
果
、
二
回
の
研
修
で
計
二
十
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
四
か
所

の
仏
堂
等
に
安
置
さ
れ
る
計
十
八
軀
を
清
掃
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

研
修
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
費
用
を
か
け
る
こ
と
な
く
作
業
人
員

を
確
保
し
、
半
日
か
ら
一
日
か
け
て
小
規
模
の
仏
堂
を
清
掃
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

さ
ら
に
、
研
修
事
業
で
あ
れ
ば
、
補
助
金
制
度
の
網
か
ら
漏
れ
て
し
ま

う
未
指
定
文
化
財
に
対
し
て
も
働
き
か
け
が
可
能
で
あ
る
。
今
後
、
同
様

の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
研
修
で
の
会
場
利
用
を
提
示
し
て
み
た
い
。 

 

第
二
項 

実
践
経
験
の
重
要
性 

 

前
述
の
よ
う
に
、
研
修
事
業
の
目
的
は
、
県
内
文
化
財
関
係
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
で
あ
る
。
し
か
し
、
研
修
事
業
総
括
の
立
場
か
ら
は
、
一
回

の
研
修
で
専
門
的
知
識
を
付
け
て
課
題
に
対
応
し
て
も
ら
う
こ
と
を
求

め
て
は
い
な
い
。 

 

研
修
参
加
者
に
は
、
学
芸
員
資
格
を
持
つ
専
門
職
の
ほ
か
、
異
動
に
よ

っ
て
文
化
財
関
係
課
に
配
属
さ
れ
、
初
め
て
文
化
財
に
触
れ
る
と
い
う
職

員
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
学
芸
員
資
格
を
持
つ
職
員
の
中
で
も
、
専
門
や

経
験
年
数
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。 

 
筆
者
は
、
二
〇
二
三
年
（
令
和
五
年
）
七
月
に
益
城
町
で
行
っ
た
文
化

財
レ
ス
キ
ュ
ー
に
つ
い
て
報
告
し
た
際
、
屏
風
を
扱
っ
た
過
去
の
経
験
が

活
き
た
こ
と
、
レ
ス
キ
ュ
ー
時
に
複
数
の
屏
風
を
運
ん
だ
職
員
が
最
終
的

に
手
慣
れ
た
様
子
で
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
（
５
）
。
同
じ
形

態
の
文
化
財
を
扱
っ
た
経
験
の
有
無
に
よ
っ
て
、
抵
抗
感
や
恐
怖
心
は
大

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 2024年度研修の様子 

―文化財簡易記録シートの作成 

                     （県文化課撮影） 
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き
く
変
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
過
去
二
回
の
研
修
で
も
、

作
業
終
了
時
に
は
仏
神
像
の
扱
い
に
手
慣
れ
た
参
加
者
の
様
子
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。 

安
易
な
取
扱
い
や
破
損
等
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
に
講
師
や
周
囲
の
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
研
修
を
通
し
て
実
践
経
験

を
積
む
こ
と
で
、「
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
か
ら
「
自
分
に
も
で
き
そ
う
だ
」

と
い
う
意
識
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
。 

 

第
三
項 

人
間
関
係
の
構
築 

 

研
修
に
は
、
各
回
十
五
名
前
後
の
参
加
者
が
集
ま
る
。
年
齢
や
所
属
、

専
門
の
異
な
る
様
々
な
職
員
が
終
日
一
つ
の
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
で
、

自
然
と
会
話
が
生
ま
れ
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
講
師
を
務
め
る
と
、
質
問
を
受
け
る
こ
と
や
、
各
地
域
で
の
課

題
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
で
回
答
す
る
場
合
も
あ

れ
ば
、
後
日
改
め
て
機
会
を
設
け
て
現
地
に
赴
く
こ
と
も
あ
る
。 

課
題
が
発
生
し
た
際
、
専
門
知
識
を
持
つ
者
に
相
談
を
持
ち
掛
け
る
こ

と
や
、
相
談
の
た
め
に
周
辺
の
人
物
と
交
流
を
持
つ
こ
と
も
、
重
要
な
ス

キ
ル
の
一
つ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

ま
た
、
こ
う
し
た
ス
キ
ル
は
、
非
常
時
に
有
効
で
あ
る
と
言
え
る
。
例

え
ば
、
資
料
の
水
損
等
が
発
生
し
た
際
、
適
切
な
人
物
に
即
時
相
談
で
き

る
か
否
か
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
損
傷
が
進
行
す
る
文
化
財
の
救
出

可
否
に
関
わ
る
。 

 

二
〇
二
四
年
度
（
令
和
六
年
度
）
研
修
事
業
で
は
、
講
師
や
参
加
者
同

士
の
繋
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
重
視
し
、
可
能
な
範
囲
で
、
意
見
交
換

や
自
己
紹
介
の
時
間
を
設
け
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
時
間
を
設
け
た
研
修

の
満
足
度
が
高
い
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。 

県
内
の
限
ら
れ
た
文
化
財
関
係
者
の
協
力
関
係
を
強
化
す
る
た
め
に

も
、
研
修
事
業
は
有
効
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

第
四
項 

地
域
と
の
交
流 

 

筆
者
が
講
師
を
務
め
る
に
あ
た
っ
て
心
が
け
て
い
る
の
は
、
地
域
と
の

交
流
の
時
間
を
設
け
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

筆
者
が
行
っ
た
二
回
の
研
修
で
は
、
市
町
村
の
担
当
職
員
等
の
仲
介
に

よ
り
、
清
掃
を
行
う
堂
宇
の
周
辺
地
域
の
住
民
に
予
告
を
行
っ
た
。
各
回

と
も
に
複
数
名
の
見
学
者
が
訪
れ
、
研
修
参
加
者
と
地
域
の
歴
史
や
文
化

財
に
つ
い
て
話
す
機
会
に
も
な
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
新
出
資
料
の
発

見
や
、
対
象
と
し
た
仏
神
像
以
外
の
文
化
財
に
つ
い
て
情
報
を
得
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
例
も
あ
る
。 

 

文
化
財
を
取
り
巻
く
問
題
は
様
々
で
あ
る
が
、
地
方
で
特
に
顕
著
な
の

は
、
過
疎
化
や
高
齢
化
に
よ
る
文
化
財
の
守
り
手
不
足
、
関
心
の
低
下
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
域
で
守
ら
れ
る
未
指
定
文
化
財
は
専
門
的
な
助
言

等
を
受
け
る
機
会
が
少
な
い
た
め
、
人
知
れ
ず
失
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。 

外
部
か
ら
の
関
心
や
働
き
か
け
は
、
文
化
財
保
護
意
識
の
醸
成
に
少
な

か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
る
。
事
業
を
長
期
的
に
進
め
る
こ
と
で
、

未
指
定
文
化
財
を
中
心
と
し
た
地
域
の
文
化
財
に
も
行
政
側
か
ら
能
動

的
に
働
き
か
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

筆
者
が
過
去
に
実
施
し
た
美
術
工
芸
品
（
彫
刻
）
に
関
す
る
研
修
に
つ

い
て
報
告
し
、
研
修
事
業
の
意
義
と
効
果
を
検
討
し
た
。 



熊本県博物館ネットワークセンター紀要  熊本の自然と文化  第５号 202５年 

166(13) 

 

 
研
修
で
は
、
各
テ
ー
マ
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
実
践
経
験
や

関
係
者
と
の
交
流
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
研
修
を
実
施

す
る
地
域
と
の
交
流
の
時
間
を
設
け
る
こ
と
で
、
文
化
財
保
護
意
識
の
醸

成
が
期
待
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
付
随
的
な
効
果
は
、
長
期
的
な
目
線
で
見

れ
ば
、
各
研
修
の
テ
ー
マ
に
即
し
た
専
門
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
と
同
じ

く
重
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

ま
た
、
研
修
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
補
助
金
制
度
の
網
か
ら
漏
れ

て
し
ま
い
や
す
い
未
指
定
の
文
化
財
に
も
働
き
か
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
現
状
の
実
施
計
画
で
は
、
実
際
に
対
応
で
き
る
文
化
財
の
数
に

限
り
が
あ
る
こ
と
が
課
題
と
言
え
る
が
、
少
な
い
予
算
の
中
で
様
々
な
問

題
と
向
き
合
う
必
要
の
あ
る
文
化
財
行
政
の
中
で
、
費
用
を
か
け
ず
に
人

員
を
確
保
す
る
手
立
て
と
し
て
研
修
事
業
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
に
、
ま
ず
は
意
義
を
見
出
し
た
い
。 

今
後
は
、
研
修
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
果
を
意
識
し
た
内
容
の
改
善
を
継

続
し
、
県
下
の
文
化
財
関
係
職
員
に
成
果
を
還
元
し
た
い
。
研
修
事
業
と

文
化
財
保
護
活
動
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
検
討
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

謝
辞 研

修
の
実
施
に
あ
た
り
、
文
化
財
の
所
有
者
様
及
び
地
域
の
皆
様
に
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
研
修
は
、
市
町
村
の
文
化

財
関
係
職
員
の
皆
様
が
日
常
的
に
所
有
者
様
や
地
域
と
の
関
係
を
構
築

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

末
尾
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

本
文
註 

（
１
）  

『
熊
本
県
文
化
財
保
存
活
用
大
綱
』（
熊
本
県
教
育
委
員
会
、
二

〇
二
一
年
） 

（
２
）  

二
〇
二
四
年
度
（
令
和
六
年
度
）
研
修
内
容
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
（
講
師
敬
称
略
）。 

・
第
一
回 

専
門
編
―
古
文
書
（
初
級
編
） 

 
 

日
程 

二
〇
二
四
年
七
月
二
十
二
日
（
月
） 

 
 

会
場 

熊
本
博
物
館 

 
 

講
師 

熊
本
博
物
館 

学
芸
員 

木
山
貴
満 

県
文
化
企
画
・
世
界
遺
産
推
進
課
（
現
阿
蘇
草
原
再 

生
・
世
界
遺
産
推
進
課
）
主
任
主
事 

川
路
祥
隆 

 
 
 
 

 

県
文
化
課 

学
芸
員 

丸
山
大
輝 

・
第
二
回 

基
礎
編
―
文
化
財
保
護
行
政
（
入
門
編
） 

 
 

日
程 

二
〇
二
四
年
八
月
六
日
（
金
） 

会
場 

県
文
化
財
資
料
室 

 
 

講
師 

県
文
化
課 

主
幹 

村
崎
孝
宏 

同 
 
 
 

学
芸
員 

花
田
杜
綺 

・
第
三
回 

専
門
編
―
美
術
工
芸
品
（
彫
刻
）（
実
践
編
） 

 
 

日
程 

二
〇
二
四
年
九
月
六
日
（
金
） 

会
場 

熊
本
市
内
の
仏
堂
、
公
民
館 

講
師 

県
文
化
課 

学
芸
員 

村
上
幸
奈 

・
第
四
回 

専
門
編
―
文
化
財
の
三
次
元
計
測
（
初
級
編
） 

 
 

日
程 

二
〇
二
四
年
十
月
十
一
日
（
金
） 

会
場 

県
立
装
飾
古
墳
館 

講
師 

嘉
島
町
教
育
委
員
会 

石
松
直 

・
第
五
回 

基
礎
編
―
発
掘
調
査
（
安
全
衛
生
編
） 
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日
程 

二
〇
二
四
年
十
二
月
五
日
（
木
） 

 
 

会
場 

県
内
発
掘
現
場 

 
 

講
師 

県
文
化
課 

主
幹 

木
村
龍
生 

同 
 
 
 

学
芸
員 

川
元
由
比 

・
第
六
回 

基
礎
編
―
文
化
財
防
災
（
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震 

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
報
告
編
） 

 
 

日
程 
二
〇
二
五
年
二
月
十
四
日
（
金
） 

 
 

会
場 

県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー 

 
 

講
師 
県
文
化
課 

課
長
補
佐 

帆
足
俊
文 

県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー 

主
任
主
事 

樋
口
和
紀 

県
文
化
課 

学
芸
員 
村
上
幸
奈 

同 
 
 
 

学
芸
員 
丸
山
大
輝 

（
３
）  

筆
者
は
、
新
出
資
料
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
機
に
、
二
〇
二

四
年
（
令
和
六
年
）
十
二
月
に
同
所
で
の
仏
像
調
査
を
実
施
し
た
。

結
果
報
告
は
別
稿
を
期
し
た
い
。 

（
４
）  

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構 

文
化
財
防
災
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
文
化
庁
受
託
事
業
「
令
和
六
年
被
災
文
化
財
救
援
等

事
業
（
文
化
財
ド
ク
タ
ー
派
遣
事
業
・
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
）。 

 

筆
者
は
、
二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）
八
月
三
日
か
ら
七
日
ま

で
、
被
災
地
で
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
に
参
加
し
た
。 

（
５
）  

拙
稿
「
雑
録 

益
城
町
文
化
財
資
料
室
に
お
け
る
文
化
財
レ
ス

キ
ュ
ー
―
水
損
し
た
屏
風
、
武
具
、
工
芸
品
に
対
す
る
応
急
処
置

の
一
事
例
と
し
て
―
」
『
熊
本
県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
紀
要
』
第
四
号
（
熊
本
県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
二
四
年
） 

二
〇
二
四
年
十
一
月
八
日
受
付 

二
〇
二
五
年
二
月
二
十
七
日
受
理 


